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資　料

　　　　　　八 幡学園に お ける入所児の 実態 と教育 ・ 保護の 内容

一 昭和 12 （1937）年〜同 17 （1942）年の 処遇方法 と物的 ・人的環境を中心 と して 一

高野 　聡子

　八 幡学園 は昭和 3 （1928）年に久保寺保久に よ っ て 設立 され た精神薄弱児施設で あ

る 。 本研究で は昭和 12 （1937）〜同 17 （1942）年を検討対象時期に設定し、学 園にお け

る教育と保護の 内容に つ い て検討 した 。 検討の 結果 、 こ の 時期の 八幡学園で は 白痴児

が増加する とと もに 、 年長者 の 割合が性格異常 と魯鈍 に お い て 上昇 して い たが 、 学園

で は生活場面 と作業場面で類型化 した班単位 の 処遇方法 を採用するこ とに よっ て こ の

課題 を克服 して い た 。 しか し、 実際 には班単位で 活動 しな い 入所児 もお り、個 々 の 特

性や 実態 を適切 に把握 し、その 入所児に必要な処遇内容が提供 されて い た 。 こ の よ う

な処遇 内容 と方法が 可能で あ っ た背景に は、昭和 13 （1938）年の 手工 芸作業所の 新築、

昭和 16 （1941）年の 農地確保 と い っ た物的環境 の整備 と 、 久保寺園長の 家族や親族 を

中心 とする職員の 中に 、 専門的知識 を有す る人材が い た こ とも要件の
一

つ にあ っ た 。
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1．は じめに

　八 幡学園 （現在、社会福祉法人春濤会入 幡学

園）は久保寺保久 （1891−1942）に よ っ て 昭和 3

（1928）年 に千葉県東葛郡八幡町 （現在 、 同県市

川市北 方）に設 立 さ れ た精神 薄弱 児施設 で あ

る 。 八 幡学 園 に 関す る研 究 に は、蒲生 ・内海

（2008）と 山 田 （2009）
1｝

の 通 史的研 究の 他 に、

入所児の 階層
2｝
、久保寺の 障害児ee　3）、学園の

建築計 画史 に 関す る研 究
4）　5）

が ある 。 また 、 高

野 （2013a）は上記の 先行研 究 を踏 まえて 、 昭和

7 （1932）〜同 12 （1937）年の 初期八 幡学園に時

期 を設定 し、その 時期 の 教育 と保護 の 内容 に つ

い て検討 した 。

　だ が 、上 記の 研 究で は昭和 13 （1938）年以 降

の 八幡学園に おける教育 と保護の 具体 的な内容

や 方法 に つ い て は 資料収集の 限界か ら不明部分

聖徳大 学

が残されたままで ある。そこで、本研究で は学

園の 日 々 の 様子が 記録され た 「学 園 日誌」（昭

和 12 ［1937］〜同 16 （1941）年）、 入所児が書 い

た 「絵 日記」 （昭和 17 ［1942］年）、 入所児 一覧

や収 支決算報告書 な どが掲載 された 「八 幡学 園

概要」 （昭和 10 （1935）年 ， 昭和 12 ［1937］〜同

17 ［1942］年）等の
一次資料や、戸川 行男 （1903−

1992）の 『特異児童』
6｝

で記述 され て い る学園

内の様子等 を資料 と して用 い て 、 当時の 入所児

の 実態 、 学園の 日課 、 実際に行われ て い た教育

内容と処遇方法、園舎 の 配置、職員を分析の視

点 に設定 し、学園にお ける教育 と保護の 内容や

方法の 全体像 を明 らか に する こ と を 目的 とす

る 。

　また 、 本研究 の 対象時期 は昭和 12 （1937）〜

同 17 （1942）年とするが 、 こ の 時期は八 幡学 園

の 敷地内に 「手工 芸作業所」が 新築され、現在

の学園の所在地へ 移転する など戦前期の 学園に

お け る活動 内容の 充実化 が 図 られ る 時期 で あ
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Table　1　八 幡学園 に お け る 入所児総数 ・障害 の 割合 （昭和 12　一　14・17年）

入所児総数
　　性格異常
一一一
天

．．一
「
．一一
％
一一．

　　　魯鈍
一．．一

天
．．一

TT
”
劣

一”
　　　痴愚
’一一．

天
一一一
「
一一
劣

一一一
　　　白痴
π匿冒匿冒−−−−−−−■−匿匿一匿一冒
　 人 　 ：　 ％

昭和 12年 35 7 … 20　　1 7　　1　 20 12 … 34　　 1 9　 … 26

昭和 13年 36 6 … 17 10128 10　 ：　 28　　 1 ユ0　 ：　 28　　 1

昭和14年 36 4　　 ：　 ll 8　　：　 22　　」 12　　　 33
　 　 ：

ユ2　 3　 33
　 　 ：

昭和 17年 39 （うち1名不明）
　　11
　　　　 3 7 … 18 g　i24 21 … 55

出所 ： 八 幡学園概要 昭和 12年3月31 日現在．昭和 13年3月31口現在、昭和 ／4年3月31HIA 在、昭和 17年3月31 日現在

　 　 　 　 ＊ 1 昭 和 17年の 不 明 1名 につ い て は、パ ーセ ン テ
ー

ジの 計算 に は含 まれ て い な い

　 　 　 　 ＊2　パ ーセ ン テ
ージは 小数点第一を四 捨五 入 した

る 。 なお、本研究 は歴 史研究で あ り、 性格異常 、

魯鈍、痴愚、白痴等の 歴史的用語 を使用す る。

皿．入所 児の 障害の程度 と年齢の推移

　 1 ．魯鈍 ・痴 愚を中心 と した対象想定と白痴

　　　児の 増加

　昭和 12 （1937）年の 入 幡学園の 入所児は性格

異常 、 興奮性 魯鈍 、遅鈍性魯鈍、興奮性痴愚、

遅鈍性痴愚、興 奮性 白痴、遅 鈍性白痴、軽白痴、

重 白痴、聾唖 白痴、聾唖重 白痴 とい うように 11

種類 に分類 され て い る 。 さらに 昭和 13 （1938）

年、昭和 14 （1939）年、昭和 17 （1942）年 も同

様に入所児の 障害の 程度が 細か く分類 され 、 障

害の 程度 を示す用語 の 数 も増えて い る ほ ど で あ

る
F＞

。

　そ もそ も八 幡学園で は 昭和 9 （1934）〜昭和

ll （1936）年ま で 、入所児の 障害の 程度を性格

異常 、 魯鈍 、 痴愚 、 白痴の 4 つ に 分類 し、 魯鈍 、

痴愚、白痴 を総称 して 精神薄弱 と して い た （高

野 ［2013a］199−204）。 したが っ て、八 幡 学 園

で は昭和 12 （1937）年以 降、障害の分類に下 位

項 目が設け られ細分化 され る よ うにな っ た の で

あ る 。
つ い で魯鈍 、痴愚、白痴の 下位項 目 に は、

興奮性 と遅鈍性 と い っ た指標が見 られ 、 久保寺

は精神 薄弱児 を本能 、 情緒 、 日常の 気分か らま

とめ れ ば、精神薄弱児は興奮性 と遅鈍性の 2種

類 に 分 けて捉 え られ る と述 べ て お り （久保寺

［1936］9）、彼は八幡学 園の 入所児の 精神薄弱

の 程度を興奮性 な らびに遅鈍性 とい う指標か ら

も捉 えて い た の で ある。

　と こ ろ で 、魯鈍、痴愚、白痴 と い っ た精神薄

弱 とは別に、性格異常 とは どの よ うな状態 を示

したの で あろ うか 。 久保寺は こ の 性格異常を不

良少年に類する ような児童 と説明 してお り、学

園創設初期か ら精神薄弱 とは異 なる特性 を持 つ

性格異常の 児童の 処遇 を八 幡学園で し て い た
8／’

（高野 ［2013a］ 199−202）。

　それで は各障害の割合 は どの よ うにな っ て い

た の だ ろ うか。昭和 12 （1937）〜 14 （1939）年、

そし て 昭和 17 （1942）年の 入所児の 障害の 程度

を 、 Table　l の よ うに性格異常 、 魯鈍 、 痴愚 、 白

痴の 4 つ の 分類で 分けれ ば 、 次の ような傾向が

見 られる 。

　 まず 、 昭和 12 （1937）年 で は 痴 愚 の 割合 が

34％ と最 も多い が 、昭和 13（1938）年で は魯鈍、

痴愚、白痴の い ずれ の 割合 も等 し く28％ に な

り、精神薄弱の 間で 割合の 比率に 差が見 られ な

くなる 。 だが 、 昭和 14 （1939）年に なる と、痴

愚 と 白痴 の 割合 は い ずれ も33％ に上 昇す る と

ともに 、 痴 愚 と白痴の 占める割合が入所児全体

に対 して高 くなる 。 そ して昭和 17 （1942）年に

は 白痴 が 55％ に達す る 。 す で に 白痴 の 上 昇傾

向は、昭和 9 （1934）年以 降か らわずか なが ら

み ら れ た た め （高野 ［2013a］203−204）、昭和

17 （1942）年に至 る過程で 段階的 な上 昇が み ら

れ、結果 として入幡学園の 入所児の 障害の 程度

は 白痴中心 にな っ た とい える
9〕

。

　そ れで は 白痴の 比率の 上昇は、八幡学園が意

図 した こ となの だ ろ うか 。 昭和 13 （1938）年の

八幡学 園規則で は 、 その 第 1条 目的で、学園 の
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主要事業として精神薄弱者に対する養護、訓練

及 び特殊教 育を あげ て い る （八 幡学 園パ ン フ

レ ッ ト）
’°〕

。 したが っ て 、 入幡 学園の 主た る対

象は精神薄弱で あ っ た 。 こ の こ と は 、性格異常

の 割合 が、昭和 13 （1938）年に 17％、昭 和 14

（1939）年 11％、昭和 17 （1942）年に 3％ と い っ

た割合の 低さか ら も、主た る対象を性格異常で

はな く精神薄弱 に しようとして い たこ とがわか

る 。

　 そ して 八 幡学園規則 の 第 7 条不許可の 項 で

は、入園不可 と し て 「精神病者 、 盲者 、 聾唖者 、

不具者 、 伝染病者」をあげて い る （八幡学園パ

ン フ レ ッ ト）。 だが 、 昭和 12 （1937）年に聾唖

重 白痴、聾唖白痴、聴唖 白痴の 入 所児が 合せ て

4 名お り、 精神薄弱 と他の 障害 を併せ 持 っ た入

所児は 昭和 13 （1938）年 ・14 （1939）年 、 昭和

17 （1942）年で も確 認で きる
’1〕
。

　 で はな にゆ え、久保寺は主 たる対象と して 想

定 して い なか っ た性格異常 と、他 の 障害 を併せ

持 つ 精神薄弱を処遇 して い たの で あろ うか 。 こ

の こ とは彼の 施設機能論 と対象論な らび に 当時

の 精神薄弱児 を取 り巻 く状況か ら明 らか に な

る 。 彼 は精神薄弱 を収容する機関を 4 つ に分け

て論 じてお り、 それは、  児童精神病院 （対象

は興奮性白痴、変質性痴愚）、   第
一
種精神 薄

弱療護 院 （対象 は反社会性痴愚魯鈍）、 ◎ 白痴

院 （対象 は遅鈍性 中間性 白痴）、  第二 種精神

薄弱児療護院 （対象 は犯罪不良行為 を伴 わぬ 痴

愚魯 鈍） で あ っ た （久 保寺 ［1940］21−22 ：山

田 ［2009］ 245）。 した が っ て彼 の 施設機能論 と

対象論 で は精神薄弱の 障害の 程度 を細分化した

うえで 処遇する こ とが構想され て い た 。

　 さ らに、精神薄弱以外の IQ75 〜 90 の 遅鈍で

境界線の 者 （職業教育可能な軽度精神欠陥） は

補助学校 と補助学級 、 そ して 少年院 と少年教護

院で 収容 し、 彼 らには特殊教育が必要で ある と

考え て い た （久保寺 ［1940］ 21−22）。 久保寺が

前述の   第
一

種 と  第二 種 の どちらを八幡学園

と して想定 した い の か は定か で はな い が、（第
一
種 と第二 種を併せ た）精神薄弱児施設 とい う

枠組 みで みれば 、 魯鈍 と痴愚 こ そが 、八 幡学園

の ような精神薄弱児施設の 対象 として想定され

て い た と い える 。

　 しか しなが ら、 上記の施設機能論 と対象論 の

構想 と現実的な状況 には乖離が あ っ た 。 なぜ な

ら当時の 国内の 精神薄弱児施設は 10箇所程度

と少 な く、 精神 薄弱児保護法 も未制定で あ っ た 。

久保寺 は こ の 状 況を克服 しよ うと、日本精神薄

弱児愛護協会の設立 に尽力 し、精神薄弱保護法

制定の 運動を行 っ て い たが 制定に は困難 を極 め

て い た
12）

。 言い 換 えれば 、 彼 が提起 した施設機

能論と対象論は 当時の 精神薄弱児施設が抱えて

い た課題や 問題 を解決 し ょ うとする もの で あ

り、そ の点で 評価に値する と い えよ う。 だ が 、

八 幡学園そ の もの が 置か れ た状況 は学 園規則 で

は想定 して い ない性格異常 と白痴の入所を認め

処遇 しなけれ ばならな い 状況に直面 し て い た 。

　 2 ．15歳以上 の 年長者の増加

　 次に 、 入所児の 年齢 を分析 す るための
一

つ の

指標 として、八幡学園規則 の第 4条年齢が ある。

こ の 第 4条年齢の 項で は、入 園時の 年齢 は 6 歳

以上 15歳未 満 を原則 と し 、 査 定 の 上 、 除外例

を認め る として い た （八幡学園パ ン フ レ ッ ト）。

また、同条で は入 園中に 15歳 を超 えた 場合 に

は委託者や保護者の 希望に よ っ て在園 を許可す

る と して い た （八 幡学 園パ ン フ レ ッ ト）。 すな

わち、八 幡学園で は入所児の 年齢を 6歳以上 15

歳未満に想定 して い た の で ある 。

　そ れ で は実際は どうで あ っ た の か。Table　2 の

よ うに 15歳未満の 年少児 と 15歳以 上 の 年少者

で入 所児 を分 けれ ば、次の ような割合 に なる 。

まず、昭和 12 （1937）年 と昭和 13 （1938）年 で

は半 数以 上が 15歳 未満の 年少児で あ っ た が 、

昭和 14 （1939）年に な る と 15歳未満 と 15歳 以

上 の 割合 が半々 に な り、昭和 17 （1942）年に 15

歳 以 上 の 年長 者割合が 58％ に な り、 それ まで

と逆転 して ユ5歳以上 の 年 長者が半 数 を占め る

よ うになる 。

　さ ら に Table　3で は 障害 の 程度 ご との 15歳以

上 の 割合 を示 した 。 昭和 12 （1937）年と昭和 13

（1938）年で 15歳以 上 の 割合が最 も多い の は魯

鈍で ある 。 白痴 に限 っ て は、昭和 12 （1937）年
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Table　2　八幡学園における 15歳未満 ・15歳以 上 の 割合 （昭和 12〜 14・17年）

入所児総数
　　 15歳未満
’冂一一

天
．一一．−
1
−一一一

％
一一．一

　　 工5歳 以 上
一一一一一． ．」．．“．一
　 　

一一一．一一
τ
一一一一一

　　人　　：　 ％
　 　 　 　 …

昭 和12年 35 20　i57　　　． 15　 　 1　 43　　　1

昭 和13年 36 24　 167 12　 … 33

昭和14年 36 18　 　：　 50
　 　 2

18　　3　 50　　　1

昭和17年 39 （うち1名不明） 16　 … 42 22　 … 58

123＊

＊

＊

　 　 出所 ：八 幡学園概要　昭和 12年3月31H 現在、昭和 13年3月31 凵現在、
　 　 　 　 昭和 】4年3月31日現在、昭和 17年3月31H 現 在

昭和 17年の 不 明 1名 につ い て は、パ ーセ ン テ
ージの 計算 に は 含 まれ て い な い

パ ー
セ ンテ

ー
ジは小 数点 第

一を四捨五 入 した

入所児 の 年 齢 は数 え で記 録 さ れ て い た

Table　3　八 幡学園に おける各障害程度 に おける 15歳以上 の 割合 　（昭和12　− 14・17年）

痴愚　　　一一一一．　　性格 異 常
一一一一一一”一一

「
一’一”一’”

　人　 …　 ％

　　　魯鈍
’−匿”匿’匿冂一

1
−一一一一一一一一一

　人　 i　 ％

一一’．’’”一．
T
−一一一一

　 人　 …　 ％

　　　白痴一一一．．一．一一一
r
−’『冒．一一一一

　 人　 …　 ％

昭 和 12年 3　… 43 5　 i71 6　　：　 58 o　 io
昭和13年 3　… 50 7　 i70 3　 i30 o　io
昭和14年 3　… 75 6　 i75 8　167 l　 i8
昭 和17年 1 …100 7　 ilOO 7　… 78 7　 i33

123＊

＊

＊

　 　 出所 ：八 幡学園 概要 　昭和12年3月31日現在、昭和 13年3月31H 現在、

　 　　 　 昭和14年3月31日現在、昭和 17年3月3ユ日現在

昭和 17年の 不明 1 名 につ い て は、パ ーセ ン テ
ージ の 計算 に は 含 まれ て い ない

パ ーセ ン テ
ー

ジ は小数点第
一

を四 捨 五 人 した

入 所児 の 年齢 は 数 えで 記 録 され て い た

と昭和 13 （1938）年に 15歳以上 は 0％ と皆無 で

ある 。 そ し て 昭和 17 （1942）年に なる と、入所

して い た性格異常 と魯鈍 は 15歳以 上 と な り、

痴 愚 にお い て も15歳以 上 は 78％ になる 。 す な

わ ち、八 幡学園が 想定 して い な か っ た 15歳 以

上の 年長者 は 、 性格異常 と魯鈍 に占め る割合が

高か っ たこ とに なる 。

　以上 の よ うに先述の 障害の 程度と年齢比 を併

せ て み れ ば、当時の 八幡学園の入所児の 実態は

次の よ うに なる 。 そ れ は昭和 12 （1937）年 か

ら同 17 （1942）年 の 5年 間の 間 に、障害の 程

度が 痴 愚中心か ら 白痴 中心 に変化 し、 15歳以

上 の 年長者 は性格異常や魯鈍 に 多 く見 られ た 。

し た が っ て 、八幡学園に求め られた教育内容 と

処遇方法は、年少で はあるが 障害が重度 （白痴）

で ある入所児の 教育 と、軽度 の 障害 （性格異常

と魯鈍）の 年長者に適 した 内容が 必要な状態 に

あっ た。

皿 ．八 幡学園 にお け る教育内容 と処遇方法

　 1 ．規律正 しい 日課 と職業教育の 初歩と して

　　　の 学課 ・作業

　こ れまで 八 幡学園の 戦前期の 日課 は大 まかに

は分か っ て い たが 、 時刻 まで は 明 らか に な っ て

い なか っ た
’3，

。 だが 、 本研究で は Table　4の よ う

に昭和 12 （1937）年 の 八幡学園夏期 日課表 を明

らか にする こ とが で きた。

　まず、Table　4 をみ れ ば八 幡学 園 で は起床後、

洗顔、掃除 など の 身支度 を整え、朝食 を取 り、

点呼、朝礼、訓話 を行 っ て い た こ とが わか る 。
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Table　4 昭和 12 （1937）年 八幡学園 夏期 日課表

5130〜6：00 起床、洗顔、掃除、国旗掲揚

6 ：10〜6 ：40 朝食

6 ：50〜7 ：20 点呼、朝礼、訓話

7 ；20〜7 ；35 ラ ジ オ体操

8 ；00〜8 ；20 日記

8：30〜ll：30 午前課業 （組別）

12 ：00〜12：30 昼 食

13 ：00〜14：00 午睡

14 ：30〜16：30 午後作業 （組別）

16：30〜17：00 掃除

17：00〜17：30 夕食

18 ：00〜20 ：00

　 18：30

　 20：00

　 21：00

自由遊戯 （ラジ オ、○○、柔道、剣道、ピ ン ポ ンそ の 他）

国旗下し方

年少者就床

年長者就床

出所 ：八 幡学 園学園 日誌昭和 12〔1937 ）年6月2B 日

朝の 時間に行 われたこ の 点呼 は何 を 目的に行わ

れて い た の だ ろ うか 。 八 幡学園で は 班編成が取

られて い たの だが （班編 成 に つ い て は 皿．2で

後述）、点呼は班員 を確認する ため に 行わ れ て

い た （戸川 ［1935］13）。 点呼が 班ご とに行わ

れた様子 は 、 下記の 入所児 A14
）

の 日誌 か らもわ

か る 。

昭和 17 （1942）年 10月30 日

入所児 A の 日記　抜粋 マ マ

　今 日は朝は起 き て す ぐ顔を綺麗に洗 っ て 洗

面報告　班長各班並 ん て　第何班長並ん で す

ぐ先生 の 前に報告 を した

で 書かれて い る よ うに 、 この 頃は 夕食後にその

日に あ っ た こ と を書 い て い た よ うだ 。

昭和 17 （1942）年 12月 1日

入 所児 A の 日記　マ マ

　今 日朝か ら掃 除 をす ん で か ら朝食を食べ て

すむ と皆運動場 へ 出て 遊 び ました　午後か ら

又運動場 に居て遊ぶ をした　空が暗 く来ま し

た　皆児童室 へ 入 っ て 電気 を付けて 遊 ん た

もう七 時か ら八 時迄日記付けス ラ ・ と文を書

い て 居なが ら八 時 に成 りました　皆 な日記 を

や め て 鉛筆箱入 れ て 寝床付 い て 洋服を皆脱 い

て ゐ なが ら寝 ました

　次の 日課は ラジオ体操 、 日記 とな っ て い る 。

日記 が 毎 日の 習 慣 で あ っ た こ と は 、 昭和 12

（1937）〜同 15 （1940）年の 学園 日誌の 記録 か ら

も明 らか で ある。 日記の 時間で は前 日 の 内容を

振 り返 っ て 書 い て い た よ うだが （戸 川 ［1935］

12）、下記の 昭和 17 （1942）年の 入所児 A の 日記

　続 い て 午前中に課業 （組別）、昼 食、午陲 、

午後の 作業 （組別） とい う日課が組み立 て られ

て い た （組別に つ い て は m ．2 で 後述）。 昭和 12

（1937）〜同 16 （1941）年の 学園 日誌 に は 、 課業

と作業で 行 われた 内容が教師に よ っ て 記録 され

て い る が 、 なか で も昭和 12 （ユ937）年の 学 園 日
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誌 は、「学課」 と 「実科」 に 欄 を 分けて 細 か に

記録 して い る 。

　例えば昭和 12 （1937）年 の 学園 日誌を
一
年間

通 して読む と、学課 （課業）と作業 （実科）で

行わ れ た内容 は次の よ うに なる 。 学課 で は 日記、

算術、唱歌、読方、作文、図画、地理 、歴 史等

が行われて い る 。 日記は、謀業 とは別 の 時間に

設定され て い た活動内容で あ っ たが、八 幡学 園

で は 日記 もまた課業の
一

つ と して捉 え られて い

た と い え る 。 また 、 作 業で は 貼紙 （貼絵 ）
15〕

、

竹細工 、木工 、ボ タ ン つ け、組紐 、ガ ラ ス 拭き、

庭掃除、フ ラ ン ス 刺繍 、 紙 ロ ープ細工 、 消毒 、

洗濯 、 水彩画 、 ク レ オン画 、 写画 、 布団つ くり、

写字 、 紙細工が組別で行われて い た 。

　で は学課 （課業）と作業 （実科）は何 を 目的

として行われ た の だ ろ うか 。久保寺は八 幡学園

で の 活動内容に は、  生活訓 練、  情 意教育、

  職業教育の 三段階が ある と説明する （久保寺

［1940］23−25：山 田 ［2009］248）。   生活 訓 練

とは 、 「規律 正 し い 厳格 な 日常行動」 を学園内

で行 うこ とに よ っ て 、入所児が学 園に入所す る

前か らの 「悪習慣か ら彼等を解放」する ため の

段階で あ っ た （久保寺 ［1940］ 24）。 した が っ

て 入 1膰学 園が 日課表 に基づ い て
一

日の 生活 を送

る理 由は 、 規律正 しい 日課そ の もの を入所児 の

生活訓練の
一

つ と して捉えて い た か らで ある。

　次 の 段 階は  情意教育で あ る。こ の 情意教 育

は 「身体鍛錬」 と 「美的教化」 とか ら成 り、「美

的教化」 とは 「絵画、演劇、映画、音楽、童話、

詩歌 、 唱謡等」を通 して 育 まれ 、 こ の 「美的教

化」 を行 うこ とに よ っ て 、 入所児 の 「自己中心

な情意が 陶冶」 され、「善美なる方向に 走ら し

め」、「比 較的高等なる情操を涵養」す る と考え

られ て い た （久保寺 匚1940コ24）。 昭和 13 （1938）

年度の 八 幡学園の備 品
一

覧か らも、 「美的教化」

へ の 取 り組みが学園内で 実際に行 われ て い た こ

とがわ かる 。 その備 品一覧で は 、 児童教化娯楽

用 と して ラ ジオ セ ッ ト、大 オ ル ガ ン 、蓄音機、

ア コ ー
デ ィ オ ン 、 ギ ニ ヨール 人形舞台、大型積

木、恩物が 掲載さ れ て お り　（八 幡学 園昭和 13

年概要）、美的教化の た め の 物的環境が 学園内

に 整え られて い た 。

　以 Eの   生活訓練 と  情意教育の 段階が終わ

る と 、   職業教育の 初歩 の 段階に なる 。 久保寺

は こ の 職業教育の 初歩の 段階で は複雑な学科的

作業で はな く、実科的作業が 良 い と考えた （久

保寺 ［1940］25）。実科的作業 の 具体的な 内容

と し て 工 芸 的技術 、 簡単 な手工 具器械 の 操作 、

農耕園芸 、 果樹栽培 、 家禽飼養 、 牧畜などをあ

げ 、 と くに現在 （昭 和 15 ［1940］年）学園で

行われ て い る実科 と して 、絲布細工 、ミシ ン 裁

縫、刺繍細工 、紙材細工 、木竹細工 を報告 して

い る （久保寺 ［1940］25−26）。 こ れ らの 実科 の

内容 を実施する に は、そ れ相応の 機材や備 品は

もちろ ん の こ と、そ れ を教授で きる 人材が 必 要

で ある が 、 学園に は こ れ らの 条件が備わ っ て い

た （詳 し くは 皿 ．3で 後述）。

　 そ し て 午後 の 作業 が終 わ る と、掃除 、 夕食、

自由遊戯、国旗下 し方 を経て就床 とな っ た 。 自

由遊戯の 時間は 2時 間設 けられ て い るが、こ こ

で は ラ ジ オ、柔道、剣道、ピ ン ポ ン、詩吟な ど

が行わ れ て い た 。 学 園内で は柔道大会 、 剣道試

合、詩吟大会 も盛ん に 開か れ て お り、学園 日誌

に は、剣道試合の 対戦結果、詩吟大会の 結果な

どが記録 され て い る 。 また 、 学園の 柔道の 様子

に つ い て は 『柔道』 とい う柔道雑誌 に 「八 幡学

園参観記」が掲載 され て い る ほ どであ っ た
16）

。

　 2 ．生 活班 と作業班お よび自治会の 開催

　で は、上記 の よ うな規律正 しい 日課 を基本に

して 、入所児を ど の よ うに して 処遇 し て い た の

で あろ うか 。 八 幡学園で は処遇 に際 して 生活
一

般 を伴 にす る班 と、 作 業 を行 うための 班 との 2

種類 の 班を設けて い た 。

　（1）生活一般を伴に した班編成

　まず、生活
一

般 を伴に する班編成 につ い て み

て み よ う。 久保寺は八 幡学 園で は、児童 は 3 〜

4 人ず つ で 班 に 分か れ、「兄」が 「弟 を 率 い 」

て 「先入者よ く後進を導き、親和の うちに集団

的寮舎 生活 を営 む」 と説 明 して お り　（久保寺

［1940］25）、先述の 朝の 点呼は こ の 班 を単位 に

行 われた と い える。 この 班分けを入所児の 何 （属

性 な ど） を基準 に し て い た の か は、資料収集の
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Table　5 昭和 ユ3 （1938）年 班の 編成替え

　　　1人 目．一凵一’’”匿’’”『7
「
一一．一．岫

障害 の 程度 …年齢

　 　 　2人 目一一’岫一一一一一一一一一’一
「
一’一一一一’

障害 の 程度 i年齢

　　　3人 目一匿一匿−匿冒一’−匿−…
「
一一．一一一一

障害の 程度 i年齢

　　 4人 目’一一’一’一匿一π一一一一
T
−一一一一一

障害の 程度 i年齢

第
一

班
　　　　　1
興奮性魯鈍 …12 軽白痴　ilo

　　　　　 1

興奮性魯釦 12 不明

第二 班
　　　　　1
遅鈍性痴愚 …14 選 屯性痴馴 7

　　　　　1
遅 鈍 性痴愚 il5

第三 班
　　　　　1

興奮性魯鈍 ll7
　　　　　1

興奮性白痴 i8 聴唖白痴 il4 遅鈍 性白痴 il3
第 四班 性格異常 ll7 重白痴 i9

　　　　　 1

興奮性魯鈍 i22
第五 班 性格異常 il4

　　　　　1

遅 鈍性痴愚 i13 興 奮性痴愚 i14 興奮性痴愚 il1
第六 班

　　　　　1
興 奮性魯鈍 il8

　　　　　1
興奮性魯鈍 i11 遅 鈍 性痴馴 18

第七班
　　　　　脚
興奮性痴愚 i29 重白痴 i12

　　　　　．
興奮性痴愚 i14

第八 班
　　　　　1
遅鈍性魯鈍 il5 不明

　　　　　．
遅 鈍性痴愚 il3

第九班 性格異常 il3 聾唖白痴 i8
　　　　　r
興奮性痴愚 il9

出所 ：八 幡学 園学 園 日誌 昭 和13（1938）年2月26 日

限界を理由に現時点で は不明で ある 。 だが 、 昭

和 13 （1938）年 2 月 26 日 の 学園 日誌 には班替え

と班替 え後 の 入所児の 名が教 師に よ っ て記録さ

れて い る。その 記録か ら各班 の 障害 の 程度 と年

齢 を表にする とTable　5の よ うに なるが、こ の

表か ら班分 け の 基準が障害の 程度 と年少 ・年長

と い っ た年齢だ けで は説明で きない こ とが わか

る。

　例 えば、第二 班 は 3 人全員が 遅鈍性 痴 愚で

あ っ たし、 第三班 は興奮性魯鈍の
一

人 を除 けば、

そ の 他 3名は白痴で あ っ た。

一方 、 年齢に つ い

て も、 15歳以 下の 年少児だ け の 班 （第
一班 と

第五 班）もあれ ば、年少 と年長が組 み合わさっ

た班 もある。したが っ て、生活
一般 を伴にする

班は、障害の 程度や年齢の み ならず、個々 の入

所児が 有す る性格や特質と い っ た個 々 の ニ ーズ

を考慮 して班分けが行わ れて い た と い える 。

　なお、久保寺が 説明 して い た よ うに 各班 3 〜

4 人で構 成されて い る こ とはTable　5か らも明 ら

かで ある 。 だが 、 当時 の 入所児一覧 とこれ を照

ら し合わせ れ ば、班に属 して い な い 入所児が少

な くとも6名い た こ とが 確認で きる 。 した が っ

て 、八 幡学園に は班 （生活
一般 を伴にする班）

に属 して い ない 入所児 もい た と考 え られ るが 、

班に属 して い ない 入所児 の 障害は必ず しも白痴

では な い ため、障害が重 い こ とが 理由で班に属

して い なか っ た とは説明で きない 。

　（2）作業 を行 うた めの班 （級）編成

　
一

方、作業を行 うための 班は入所児が能力別

に 、 A （補導）、
　 B （促進）、　 C （補助）、　D （監護）

に分 けられ 、 A 級 の 入所 者が 「ピ ッ ク、ブ ラザ

ー」 と して B 級以下の 入所者を補導す る こ とに

なっ て い た （久保寺 ［1940］25−26）。

　班 分けの 基準 は 、 A 級 は 「知能低劣性格異常

者」、 「境界線級遅鈍」、 「軽症魯鈍」、 B 級 は 「重

症魯鈍」、「軽症魯鈍」、 C 級は 「重症痴愚」、 「軽

症 白痴」、 D 級 は 「重症 白痴」、 「身神欠陥顕著

者」 で 分 け られて い た （昭和 15年八 幡学 園概

要）。 した が っ て 、 能力別の 基準 に は 障害の 程

度が
一

つ の 指標 にな っ て い た 。

　で は 、 各級で どの ような作業 を行 っ て い たの

だろ うか 。 学園 日誌に は入所児が どん な作業 を

行 っ て い た かが記録 され て い る 。 と くに昭和 12

（1937）年 7 月頃の 学園 日誌で は、班単位で の

作業 内容が記録 されて い るが 、 それ をTable 　6

に示 せ ば 、 A 班 は竹細工 、
　 B 班 は 明記 な し、

　 C

班は 水彩画 、 D 班 は水遊 び 、 写画 、 積木 を行 っ

て い た 。 また 、 昭和 13 （1938）年の 記録で は B

班は貼絵 と図画、D 班 はク レ ヨ ン 画、チ ョ
ーク

画を行 っ て い た 。

　さ らに Table　6をみれば、班 とは別 に個人で作

業を行っ た入所児A とBm もい た 。 彼等がそ れ
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Table　6　昭和 12 （1937）年　実科作業 （7月 19日
〜 31 日）

A組 B組 C 組 D 組 入所児A 入所児B

7月19 日 月 竹細工 水彩画
水遊 び、
積木

図画 貼紙

7月23日 金 竹細工 水彩画 水遊 び 図画 貼紙

7月24日 土 竹細工 水彩画 水遊 び 図画 貼紙

7月25日 日 竹細 ユニ 水彩画 水遊 び 図画 貼紙

7月26日 月 竹細工 水彩画 水遊 び 図画 貼紙

7月27 日 火 1竹細工

明 記 な し

水彩画 水遊び 図 画 貼紙

7月28 日 水 竹細 工 水彩画
写 画、
水遊 び

図両 貼紙

7月29日 木 竹細 工 水彩画 水遊 び 図 画 貼紙

7月30日 金 竹細 工 水彩画 水遊び 図画 貼紙

7月31日 十 竹 細 工 水彩 画 水遊 び 図 両 貼紙

出所 ：八 幡学 園学 園 日誌昭和ユ2（1937 ）年7月19− 31日

そ れ行 っ た作業は図画、貼紙 （貼絵）であ っ た 。

すなわ ち、作業は班を単位 に実施 されたが 、 班

に 属す る こ とが 難し い 、あ る い は配慮が 必要 な

入所児 には、学 園の 教師が異なる作業を個別に

提供 して い た とい える 。 したが っ て、先の 生活
一般 を伴 にする班 と同様に、学園で は集 団で の

活動を基本 に して は い たが 、 入所児個 々 の ニ ー

ズ と特質に 応 じた 内容 を提供 し て い た と い え

る。これ を実現す る には 、 多 くの 作業 を用意 し

なければな らない が、八 幡学園の作業の 内容が

木工 係、裁縫系、芸術系、農作業系な ど非常に

多岐に渡る こ とか らもそれ が可能で あ っ た こ と

が説明で きる 。 また 、 貼絵 や絵画に 秀で た芸術

性を見出され た入所 児もい た こ と も個 々 の ニ ー

ズ に応 じた て い た こ とを考えれば納得で きる 。

　 とくに、貼絵 の 作 品で 有名で あ っ た入所児 B

の 場合 にはそれが 顕著で ある 。 例 えば複数の 入

所児が集 団で 竹細工 を行 っ て い る
一

方で 、 彼 は

単独で 貼紙 （貼絵）を行っ て い る 。 学園 日誌 を

横 断 的に 読 ん で み て も、彼 は ほ ぼ 毎 日、貼 紙

（貼絵）を行っ て お り、他の入所児が様々 な実

科 を経験す る なか で
一

つ の 特定の 作業を行 っ て

い る 。

　で は 、 なぜ入所児 B は貼紙 （貼絵）を毎 日行 っ

て い た の だ ろ うか 。 久保寺は八 幡学 園入園当初

の 入所児B は、専 らち ぎり紙細工 を行っ て い た

が （まだ貼絵の 段 階で は な い ）、 こ れ を継続 的

に 繰 り返す こ と に よ っ て 、 色彩 に対す る興味 を

持 ち 、 次第 に 「注意の 集中」が高ま り、 彼の 異

常行 動が お さま っ た と報告 して い る （久保寺

［1938］3）。 そ して 、 学 園 の 教 師が入 所児 B の

昆虫好 きに着 目し、次の 段階 として昆虫の 写生

に取 り組み、最終的に貼絵を作業の 時間に行 う

ように な っ た （久保寺 ［1938］ 3）。 貼絵が彼 に

適 した作業 となっ た 理由は 、 色鉛筆 、 ク レ ヨ ン
、

ク レパ ス を使用 した絵に彼は 「全 く特色が な い 」

ため で 、色紙 を手指で 自由に表現す る こ と で 彼

の 「心意 の 安定」が 得 られ る よ うに なっ たか ら

で あ っ た （久保寺 ［1938］3）。 した が っ て 、 B

が貼紙 （貼 絵） を行 うよ うに な っ た過程 に は 、

ち ぎり紙細工 、 写生 とい う作業を通 し て 、学園

の 教師が彼 の 実態把握 を行 っ た経緯が あ っ た 。

　 なお、久保寺は班の 単位 をA 級、B 級 と呼称

して説明 したが 、学園 内で は A 班 、 B 班 と呼称
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Table　7　昭和 13 （1938）年　第 1 ・2回自治会参加者

魯鈍 痴愚
性格異常

興 奮 性 遅 鈍 性 興 奮性 遅鈍 性
不明

1月29日 3 3 1 1 0 0

2月5 日 4 3 1 1 1 1

出所 ：八幡学 園学 園 日誌 昭和13（1938）年 1月29 ・2月5日

して い た よ うで ある 。 その こ とは下記の よ うな

入所児の 日記か らも明 らか で ある。

昭和 17 （1942）年 ll 月 5 日

入所児 A の 日記　 マ マ

　今 日は朝早 く起 きて 早 く農 園へ 出発 をした

　僕が ホ
ール に紙工 部 を○○君 と○○君二 人

は貼紙を した　CD 組 が運動場 で 遊 び ま した

　正午は農園か ら帰 っ て来 ま した　○○君が

家 か ら八幡学園 へ 来園　 ミシ ン 部は ホ
ール で

○○ と○〇二 人で や りました　四時頃夕方に

な っ て た ん ・ 暗 くな りました 　夜 は ホー ル の

電気 を付 けて 日記 を付けて居ま した

　（3）性格異常と魯鈍 を中心 と した 自治会の開

　　 　催

　八 幡学園で は入所児に よる 自治会 も開かれて

い た （久保寺 ［1940コ25）。 自治会の 第 1回 目は、

昭和 13 （1938）年 1 月 29 日か らで 、そ の 後も土

曜 日の 午後 を中心 に行われて い た 。 第 1 回の 自

治会の様子は、戸 田 （1935）に おい て も述 べ ら

れ て い る が、第 1回 は 8 名の 入所 児が参加 し 、

議長 を投票で 選 び、 12議題 に つ い て話 し合 っ

た （学園 日誌昭和 13年 1月 29 日 ：戸川 ［1935］

15−21）。議題 は事前 に入所児が学園の 教師 に提

出 し、 その 内容 は学 園の 生活で 困 っ て い る こ と、

変 えた い こ とな どで あ り、 例 えば （入所児同士

で）「掃除を充分に して欲 しい 」、 （入所児同士で ）

「下駄 を整理 し て ほ し い 」 な どで あ っ た （学 園

日誌 昭和 13年 1 月 29日）。

　こ の 自治会へ の 出席者は Table　7に示 した通

りで あるが 、 障害の 程度は 、 痴愚が 1〜 2 名い

る もの の 、 性格異常 、 魯鈍 が ほ と ん ど で 軽度の

入所児が参加 して い た とい える。戸川 に よれば、

こ の 自治会 には班長級 だ けが参加 した よ うであ

る （戸川 ［1935］15−16）。 したが っ て 、 自治会

は軽度の 入所児の た め の 教育内容で あっ た とい

えよ う。

　以 上 の ように、八 幡学園で は生活一般 を伴に

する班、作業を行う班、自治会 など の 集団活動

を通 して課業や作業が行 われて い たが、一方で

入所 児の 障害 の 程度や年齢 だ けに こだわ らず、

入所児の実態 を多角的に把握す る こ とを重視 し

個別 の課業と作業も用意して い たの で ある 。

　 3．作業の充実化の ため の物的 ・ 人的環境の

　　　整備

　様 々 な作業 を行 うには物的 ・人 的環境が不可

欠で ある が 、 本研究の 対象時期の 八 幡学園 で は

こ れ らの 条件が整備 されて い く。

　（1）昭和 13 （1938 ＞年 12 月の 手工 芸作業所

　　　の新築

　こ れまで 先行研究並び に八 幡学園の 沿革史で

は、昭和 12 （1937）年 12月に 「手工 芸作 業所」

一
棟が 学園敷地内に新 築され 、 こ の 建築 に よ っ

て 学 園の 作業内容の
一層 の 充実 が 図 られ た と

考 え られ て い た （清水 ・三 輪 ［1977］28 ；山田

（2009）240 ；社会福祉 法人八 幡学 園六十周年編

集委員会 （1988）40 ；久保寺光久 ［2006b］1）。

　 だが 、 本研究 にお い て 「学園 日誌」 と 「八幡

学園の 概要」に記載 され た収支決算書を分析 し

た結果 、 手工芸作業所の 新築時期は通説 よ りも

1年後の 昭和 13 （1938）年 12月で あっ た こ とが

明 らかに なっ た 。 こ の こ とは 、 学 園の 作業内容

を検討す る うえで も重要な史実で あるた め 、 こ

こ で は新築まで の過程 に つ い て再検討 を行 う 。
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　 そ もそ も、八 幡学園で は学園創設後か ら度々

増築と新築を繰 り返 して お り、
こ の こ とが先行

研究等で 錯誤が起 きた理 由と も想像で きる が 、

増築 ・新築の 順序 を整理すれば次 の ように なる 。

まず昭和 3 （1928）年 12月に聖愛寮 と聖光寮を

開設 し、昭和 5 （1930）年 4 月 に聖望寮 を新築

した （昭和 12年八 幡学園沿革大要）。 そ して昭

和 8 （1933）年 5 月 に聖望寮を改増 築 し、昭和

12 （1937）年 5 月に増築 と改築 を行 っ た と記録

され て い る （昭和 12年八 幡学園沿革大要）e こ

の 昭和 12 （1937）年 5 月 の 増 築 ・改築 こ そが、

先行研究等にお い て手工 芸作業所 の 新築が な さ

れた と解釈 され た増築 ・改築で ある 。

　 しか しな が ら、昭和 12 （1937）年 度の 収支決

算書に は手工 芸作業所の 新築は記載 されて い な

い 。 昭和 12 （1937）年は、聖光寮に 2 階 （児童診

査室 と製作品陳列室の設置）を増築 し、食堂の

場所 と （聖光寮 1 階か ら聖愛寮 1 階へ ）、 児童室

5 室の 場所 （聖愛寮 1 階か ら聖光 寮へ ） を移動

し、 浴室の 改築を行 っ た年で あ っ た 。 こ の 増改

築は 、 昭和 10 （1935）年 4 月現在 と昭和 12（1937）

年 5 月現在の 学 園平面図とを比 べ て も明 らかで

ある 。 なお 、この増改築は入所児の 増加に よる

厨房、食堂 、浴室 の 「不備」か ら計画 され て い

た こ とであ っ た （昭和 10年度八 幡学園概要）。

　そ して 昭和 12 （1937）年の増改築後の 昭和 13

（ユ938）年 に手工芸作業所 の 新築が着手 され る。

手工 芸作業所の 計画は、昭和 12 （1937）年度の

八 幡 学園 概要 に、次 年度 （昭和 13年度）予算

計画の 「手工 芸作業所建築及 び附属 設備予算」

臨時費 として記載 されて い る 。 さらに 、 昭和 13

（1938）年度の 収支決算書の 支出を確認すれ ば 、

手工 芸 作業所が 15坪 1棟で 建築 され、備品と

して 個別作業台、裁断台、共 同工 作台、戸棚、

研場流台 、 陳列戸棚 、 機械工具 とし て 裁縫 ミ シ

ン機 、 足踏式糸鋸機 、 丸砥 グライ ン ダー
、 万力 、

砥石が購入 され た こ とが記載されて い る （昭和

13年度八 幡学園概要）。

　 で は、昭和 13 （1938）年度の い つ 頃 に、 手工

芸作業所が 新築 され た の で あろ うか 。 昭和 13

（1938）年の 学園 日誌をみ れ ば、昭和 13 （1938）

年 ll月 4 日か ら建設が 始 ま り、 同年 12月 26 日

に は 手工 芸作 業所 が完成 し、 ク リ ス マ ス 会 と

新 築落成記念 式を行 っ た こ とが 記録さ れ て い

る
］s／

。

　 以 上 か ら手工 芸作業所 は 、 昭和 13 （1938）年

12月 に新築 され た こ とが 明 らか に なる 。 す な

わち 、 こ の 手工 芸作業所 の新 築に よ っ て、そ れ

まで寮母室 と兼用で あ っ た ミシ ン裁縫室 と 、 室

内遊戯運動場 と兼用 であ っ た木竹工作業場が 、

それぞれ手工 作業所 に移動 し、作業をするため

の 専用 ス ペ
ー

ス を確保した の で あ っ た。

　 ま た、手工 芸作業所の 新築 が 昭和 13 （1938）

年 12月 で あ っ た た め 、 手
’
11芸作 業所 で の 本格

的 な作 業 は昭和 14 （1939）年 1 月か らで あ る

が 、同年 1月の 学園 日誌に は、糸布工 部、木竹

工 部、紙工 部、作文部 など とい っ た各作業に 部

の 名称をつ けて行 っ て い た こ とが 記録 され て い

る 。 以上 か ら入所児の 個 々 の ニ ーズに応 じた作

業が よ り　層 充実 したの は 、 通説 よ りも後 の 昭

和 14 （1939＞年 1月以降に なる 。

　 （2）区画整理 に よ る北方へ の学園移転と農場

　　　の確保

　 八 幡学 園は昭和 16 （1941）年か ら区画整理 を

理由 に 、 現在 の 所在地で ある北方に移転す るが 、

戦時体制下 にあ っ て 完全移転 は戦前には で きな

か っ た （久保寺光 久 ［2006a］1 ；［2006b］ 1 ：

清水 ・三 輪 匚1977］30）。こ の 移 転は 長期 間に

渡 り、昭和 15 （1940）年度
〜

同 18 （1943）年度

まで の 数回 に計画 を分 けて移転 を行 っ た こ と

が 、 収支決算書や 、 移転計画か らも明 らかであ

る 。 また 、 学 園 日誌 をみ れ ば 、 昭和 15 （ユ940）

年 1 月よ り久保寺園長や 、主事 （渡辺実 ［1908−

2002］）が 学園移転の 相談に 出か けた こ と、同

年5 月か ら移転計画
19〕

が作成 され た こ と、10月

に は教師 と数名の入所児が土 地 を整備する作業

を行 っ た こ とも記録 されて い る 。 そ して 本格 的

な作業は 同年 12 （1937）月 14日の 作業室の 取 り

壊 しにみ られ、厳密 に言 うな らば昭和 15 （1940）

年 12月か ら移転作業が始 ま っ て い た。

　さ らに移転 と同時に 八 幡学園は農地 を確保す

る よ うに なる （社会福祉 法人八 幡学 園六 十 周年
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編集委員会 ［1988］ 152）。 昭和 16 （1941）年の

入 幡学 園の 概要 に よれ ば、学園の 附属農場 は 、

  本園農場 （学園内 、 300坪）、   柏井農場 （千

葉県東葛郡大柏村柏井 、 3500坪）、   葛 飾農場

（船橋市 山野 、 2300坪）で あ っ た （入 幡学園昭

和 16年概要）。そ もそ も農作業の 実施 は 、 初期

の 八 幡学 園にお い て 久保寺が指導方針の 一
つ と

して農園コ ロ ニ ーを構想 して お り（高野 ［2013a］

204−205）、本研究の対象時期 に物的環境が整い

具現化 された とい える 。

　昭和 16 （1941）年の 学 園 日誌 に は 、 同年 3 月

9 日か ら本格的に農作業 を始め た こ とが 記録さ

れ て お り、本園農場、柏井農場、葛飾農場 にお

ける種まき、除草、収穫などその 時期 ご と の 作

業が記録 されて い る 。 また 、 入所児A の 日記に

は 農作業に 向か う入所児の 様子 も記録 され て い

る 。

昭和 17 （1942）年 11月 1 日

入所児 A の 日記　マ マ

　今 日 朝 農場 へ 出掛 け始め ま した 空 が

曇 っ て雨が 降 り出 しました　ホ ール の 中 に生

徒部屋 に CD 組 が 寒 い さ らに な っ て ○ま っ て

坐 っ て 居 る　や っ と農園か ら帰 っ て来た　午

後は紙工 をや りま した　
一

時か ら四時迄や り

ま した　夕食 を食 べ て か ら児童室這入 りまし

た 電気 を付 けました

昭和 17 （1942）年 11月 8 日

入所児 A の 日記　 マ マ

　今 日は 朝早 く農園 組が 仕度 を して 皆で
一

緒

に朝食 を食 べ て か ら農園組達 リヤカー持 ち引

出 し動 く走出 して農園 へ 出発 をした　正 午 は

昼食すん で か ら一時 よ り紙工 始 めま した　五

時迄止め て 電気を付けて 晩飯 をすん で か ら児

童室で 皆生徒 日記用 具机 を日記帳を付 け止 め

ま した　児童室で 皆寝床を付 い て寝ま した

に、農場で の 農作業 はす べ て の 入所児が行 っ た

わ けで は なか っ た 。 学園で は 、 農作業 を行 う者

もい れば、学園内で の 作業を行 う入所児 もお り、

昭和 16 （1941）年の 学園 日誌 を み れ ば、主 に C

組とD 組は学園内で の 作業 に従事 して い た 。

　（3）教育内容と処遇を支えた職員配置

　昭和 12 （1937）年、昭和 14（1939）〜同 15（1940）

年、 昭和 17 （ユ942）年の 職員
一

覧を見れ ば、常

勤 （嘱託以外）の 職員数は昭和 12 （1937）年は

6名 、 昭和 14 （1939）年は 8名、昭和 15 （1940）

年は 7 名、 昭和 17 （1942）年 7名で あっ た。 こ

れ は職員 1名でおお よそ 5 〜 6 人の 入所児 を担

当する こ とを示 して い るが 、 前述 （ll．1）で述

べ た よ うに、八 幡学園内 にて 白痴児が増加 した

こ と を考 えれ ば （昭和 17 ［1942］年 の 白痴児

は 21名）、決 し て 職員が多か っ た とは い えな い 。

　 だが 、八 幡学 園には学課 と作業を教授 で きる

だ けの 専 門的知識 を有 した職員が い た 。 とりわ

け、久保寺の 家族、親族 には芸術 に秀で た人物

が い た 。 それ は、例 えば園長の 実弟 、 久保寺辰

夫（東京芸術学校 を卒業 、 学園で は嘱託で は あ っ

た が技能科を指導）で あ り、 園長夫妻 の 三 男 、

堀川恭 （戦後、東京芸術大学 を卒業、昭和 17

［1942］年は助手と して勤務）などであ っ た （高

野 ［2013b］45）。 したが っ て 、 手工 芸の 教授や

芸術的感性の育成 はこ の ような人材が い た こ と

で可能で あっ た とい えよ う。

　ま た、園長夫人 の 実弟 の 島津眞 司 （昭和 12

［1937］年は職員、昭和 14 ［1939］年以降は 嘱

託職員） は、柔道 、 剣道、絵画、彫刻な どの 手

工芸 を指導 し、園舎新築や移転に 際 して 尽力 し

て い た し 、 主事の渡辺 は松戸園芸高等学校 （現

在の 千葉大学園芸学部）を卒業してお り、園芸

に 関する知識 を持 っ た入物であ っ た。以上か ら

本研究の 対象時期における八 幡学園で は手工 芸

作業所 の 新築や 、 農場の 確保に よ っ て学課 と作

業を行 うため の 物的環境 を整 える と ともに 、 多

岐に渡る 内容 を指導するだ けの 才華を持 っ た 人

物が 職員の 中に い た の で ある 。

上 記 の 入所児A の 日記 に書か れ て い る よ う
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N ．結語一入所児の実態に応 じた処遇方法 と物

　　 的 ・人的環境

　 本研 究の 対象時期 で ある 昭和 12 （1937）〜同

17 （1942）年の 八 幡学園で は、白痴児が 増加す

る とと もに 、 年長者の 割合が性格異常 と魯鈍に

おい て上昇した。こ の よ うな入所児の 複雑多岐

な実態を鑑 みれ ば 、 処遇方法 には相当の 工 夫を

要するこ とに なる 。 だが 、 八 幡学園で は処遇方

法に班 を採用 する こ とに よ っ て こ の 課題 を克服

する 。 そ して、班の構成 には 工夫が見 られ 、 生

活場面 と作業場面そ れぞれ で 類型化 した 。

　 しか しなが ら こ の 類型化 した班に よる処遇方

法は 、

一
見する と様々 な特性や 特質を有す る入

所児 に対応 しきれ な い よ うに もとれ る 。 しか し、

実際 に は 班単 位 で 活動 しな い 入所児 もお り、

個 々 に 必要 な処遇内容が 提供 され て い た 。 こ の

よ うな処遇 内容 と方法 が 可能 で あ っ た背 景 に

は 、 何 よ りも物的環境の 整備 と人的環境が 整 っ

て い たか らで あ っ た 。

　 ところで 、こ の 時期の 八 幡学園は社 会
一

般に

お い て ど の よ うに 評価 されて い たの だろ うか 。

そ の
一

つ に は 、 昭和 13 （1938）年に千葉県立 図

書館 で 開催 された「園児作品展」を端緒に高まっ

た入所児の 作 品に対す る反響の 大 き さがあげ ら

れ る 。 こ れ は 、 特別 な処遇内容や 方法 を必要 と

して い る子 ど もが潜在的に持 っ て い た芸術性 へ

の注 目と驚 きで あ っ た 。 もちろ ん 、久保寺もま

た 、 その 反響 に応 えて入所児 の 作品展 を開催す

る の で あるが 、そ れ と同時に彼は社会にお ける

精神 薄弱児施設 の 意義を講演等で 説 い て い く。

そ の 講演 は、遠 く大連 ・満州 に ま で 及 び
鋤

、そ

の 後 は精神薄弱児保護法制定の 運動 も展開 して

い く。

　 したが っ て、本研究に残 された課題 は次 の よ

うに な る。 そ れ は、本研究で 明 らか に なっ た八

幡学園内部 における教育 と保護の 内容 と方法 を

踏 まえて 、 学園が 外部に説 い た精神薄弱児施設

と して の 教育と保護の 効果と意義に つ い て検討

する こ とで ある 。 こ れ らを明 らか にするた め に

は久保寺の講演内容、精神薄弱児保護法の制定

運動 を検討す る と ともに 、 八幡学園が設置 した

三 輪異常児相談所 にお ける相談内容の 分析が 必

要 で ある 。

付記

　資料収集 に際 して、社会福祉法人春濤会八 幡学

園、長 谷川仏教文化研 究所 の 皆様に は多大な る ご

協力をい ただ きました 。 こ こ に感謝 申 し上げます 。

　本 研究 は 科学研究費 （基 盤研究 （B ），課題 番号

23330278） の
・
部として行っ た 。

註

1）山 田 （2009）は 、 ］ll田が 1970年代 を中心 に発

　　表 した八幡 学園 に関す る論文 を他 の 精神薄弱

　　児施設と併せ て出版 した著書である ．

2）入所児 の 階層 を分析した研究に は藤田 （1977）、

　　内海 （1978）、山田 （1977 ；2009＞がある。

3） 山内 （2003）は 久保寺 の 障害児観に つ い て 検

　 　討 した 。

4 ）清水 ・三輪 （1977） は園舎 の増改築や 移転 に

　　関する建築計画史 を研究 した 。

5 ）そ の 他に は大内 （20ユ0）の 入所児の作品展 に

　 　関す る研究が あ る。

6 ）戸 川行男 は 早稲 田大 学心 理学 教 室 の 教 授 で、

　　「第 二 回特異児童作 品展」の 監修をした。また、

　　昭和 14 （1939）年 に東京市下谷 区三 輪町 の 同善

　　会 内 に設 け られた三輪児童 相談所で 、久保寺

　 　 と と も に 心 理 検 査 を 担 当 し た （三 輪児 童相談

　　所 パ ン フ レ ッ ト）。

7 ）そ の 他、障 害の 程度 を示す 言葉 に は、癲癇性

　　重 白痴、聴唖重白痴 、 興奮性軽白痴 、 遅鈍性

　　重白痴な どがあ る 、，

8）性格異常 と同 じ程度を意味する 言葉 と して 、

　　久保寺は精神低格を使用 す る こ と があ っ た が

　　（高 野 ［2013a］199−202）、昭和 11 （1936）年以

　　降か らは性格異常 を使用 して い た 。

9） 山田 （2009） に お い て も、白痴者数の 増加が

　　指摘されて い る （山田 ［2009］242 ；247）。

10）昭和 10 （1935）年に 学園規定 は改訂 さ れ た が

　　（高 野 ［2013a］203−204）、昭和 13 （1938）年頃

　　に 作 成 され た と み られ る 「公 認精神薄弱児童

　 救護施設 八 幡学園」 （パ ン フ レ ッ ト〉 の 学 園規

　　定は 昭和 10年度と同 じ規定で あっ た 。

11）そ の 他 に、脳水 腫 を併 せ持 っ た遅鈍 性 痴愚、

　 小児麻痺症を併せ 持 っ た興奮性痴愚 など の 記

　 　録があ る。
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12） 日本精神薄弱児愛 護協会 は、昭和 9 （1934）年

　　 10月 22日に 設立 され た が 、 設立 に 際 して 久保

　　寺と浅草寺カ ル ナ学園の 主事で あ っ た林 蘇東

　　（1896−1956）の 二 人 の 尽力があ っ た 。 日本精神

　　薄弱児愛護協会を設立 した 後 、 昭和 10 （1935）

　　年 10月 23〜26 日に開催 され た第入 回全国社会

　　事業大 会 で 精 神 薄弱児保護法 の 制定 と要望 ・

　　提案する が、精神薄弱保 護法 の 制 定に関す る

　　研究 に は、山 田 （2009）の 他 に 、 平 田 （1995）

　　と北沢 （1985）が あ る。な お、著 者 は平 成 26

　　（2014）年社会事業史学会 第 42 回大会の 自由論

　　題報告で 発表したが論文 として は未稿である 。

13）昭和 ll （1936＞年の 日課 で は痴愚以上 を対象に

　　して午前に学課、午後 に実科 を行 っ て い た （高

　　野 ［2013a］ 206）。

14）入所児 A は、大正 15 （1926）10月 8 日年生 まれ

　　で 、昭和 ll （1936）年 3 月 8 日に 八 幡学園に入

　　所 した 。 障害 の 程度は入所児
一

覧で は興奮 性

　　痴愚 で あ っ た。

15）八 幡学 園 の 学園 日誌 を見れ ば、貼紙と呼称 す

　　る場合 もあ れ ば貼 絵 と い う呼称する場合 も

　　 あ っ た 。

16＞林 （1940）で は、八 幡学 園 内に仮 設 道場 が設

　　け られ、受 身 の 練 習 な ど が 行わ れ て い る こ と

　　な どが 書か れ て い る 。

17）入所児B は、大 正 11 （1922）年 3 月 10 日生 まれ

　　で、昭和 9 （1934）年 5 月 18日に 八幡学園 に入

　　所 した 。 障害 の 程度は入所児一覧で は性格異

　　常であ っ た 。

18）清水 ・三輪 （1977）で 示 され て い る 「第皿 期

　　配置図お よび平面図」は 、 昭和 13 （1938）年 12

　　月時点の平面図 に なる 。

19）移転に関す る
一次資料に は 、 昭和 15 （1940）年

　　 5 月 に書かれた 「八幡学 園移動 拡張計画実施 に

　　就 い て 助成 団体 へ の 冀望」 が あ る。また、昭

　　和 16 （1941）年度 八幡学 園概要 に は 、 昭和 16年

　　度 に 第二 期工 事が 行え な か っ た こ とが 報告 さ

　　れて お り、昭和 17 （1942）年度八幡学園概要に

　　「学園移転拡充第三 期計画 （次年度予定〉」が

　　記載され て い る 。

20）昭 和14 （1939）年 7 月 27 日 か ら 9 月 1 日 ま で

　　の お よそ
一

箇月をか け、大連 ・満州 と 京城 を

　　廻 り、大連市と奉天 市、新京市で 講演 や 座談

　　会 を行 っ た 。
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Method  of  Instruction and  Care for Feeble-minded Children

           in YAwata  Gakuen  from 1937 to 1942

Satoko TAKANO

  In 1928, Yasuhisa Kubodera  established  Ylawata Gakuen, an  institution fbr feeble-minded children.

The  institution catered  to beth children  with  feeble-mindedness and  delinquents. In the institution,

from 1937 to 1942, there was  an  increase in the number  ofnot  only  young  feeble-rninded children  but

also  older delinquent children. Therefore, thc cducation  provided in the institution had to be based en

the individual needs  of  each  child.  Nevertheless, the institution overcame  this problem by dividing the

children  in groups and  perfbrming actiyities,  such  as  enacting  seenes  from professional and  daily lives.

However, the child  who  was  not  suitable  for group activity  received  individual instruction. The

activities which  the children  participated in were  diverse, for example,  making  woodwork  and

handicrafts, and  farming. The  collages  made  by the children  of  this institution were  well  known,  and

nurnerous  exhibitions  were  held. The  reason  that the institution was  able  to perform such  activities  was

because it built a crafts work  place in l938 and  received  agricultural  lands in 1941, In addition,  the

institution's staffhad  suencient  technical knowledge.

Key  words:  Yawata  Gakuen  fbr Education and  Care ofFeeble-minded  Children, Institution for Feeble-

          minded  Children, Yasuhisa Kubodera, Collage
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